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The purpose in this paper is to develop the lesson plan for teaching social studies in 
junior high schools to consider the international society. 
 We developed the unit plan “Considering the United Nations.” The aim of this 
plan is to recognize the perspectives and views of the UN. 
 We have prepared two views of society in the international level to plan the unit. 
One is an idealistic view that there must be no conflict in the international society. 
Another is a realistic view that in the international society people manage the conflict 
politically. 
 As students have learned an idealistic view in elementary social studies lessons, 
we have planed the lesson that they recognize an idealistic view and a realistic view. As a 
result of this plan, students will be able to consider how to make the international society 
using two views. 
 












































































































































































































































































































































































   ⅰ.国際連合は、国家が主権を委譲することで、世界政府としての強力な権
限を持つことができる。 
   ⅱ.主権国家は、本来、国民を暴力から保護するという機能をもっている。 
  ②二つの見方・考え方には、それぞれの平和構築論が基盤にあることを理解
する。 
   ⅰ.「地球的公共主義」平和構築論とは、軍事的介入等、いかなる大国主導
の支配も認めず、いかなる対立もなくすことができるという考えである。 




   ⅰ. 「地球的公共主義」平和構築論は、集団間の対立を「解消」できる社



























































































































































































































































































































































































































































































































































































1 池野範男編著『社会科教材の論点・争点と授業づくり ８巻 “資本主義経済”を
めぐる論点・争点と授業づくり』明治図書、2005、p.4。 













アンケート調査年鑑 2000年版 下』創育社、2000年、p.612。 
 6 同上、p.613。 
 7 『小学校学習指導要領（平成 10年告示）社会』および『中学校学習指導要領（平成
10年告示）社会』では、ともに「国際社会に生きる民主的・平和的な国家・社会の形
成者として必要な公民的資質の基礎を養う」ことが目標として示されている。 
 8 『中学社会〈公民的分野〉』大阪書籍、2002、pp.160-162。また、『新しい社会 公民』
東京書籍、2002、pp.146-147、『社会科 中学生の公民 地球市民をめざして』帝国書
院、2002、pp.162-165も、ほぼ同様である。 
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